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( )から示唆されることは 「数学化」hal 1968 ，
とは数学を創り出すプロセスそのものである
ということである。






















礒田( )の考察は， ( )の数1990 Freudenthal 1968
学化の概念に基づいているが，それを局所的











































































































S1 S2 S3 S4
試行錯誤的に，具体 縦横の一方を固定す 具体的に調べた事例 規則性を見つけやす
的な事例についてい ることで変化の様子 について，記録を残 い表を工夫して考え




S1 S2 S3 S4
跳ね返る回数が同じ 跳ね返る回数が連続 簡単に発見できる規 事例から発見した一
事例を見つけながら 的に変化するところ 則性とは別にして考 般的な法則を言葉や，
























































































































































教 師 が ，
こ の 規 則
性 は 全 部
に 成 り 立
ち そ う な

























































































， 。 ，は から へ向かっている このことはS4 S1
生徒の数学化が必ずしも線形的には進まない



























































































L3 S1 S4いうと， の の段階の飯田や小島，
の段階の宮里を順番に取り上げ， の立場S1



















































































〔 〔 〕の２つの事例を提示２０・３１ １８・３０〕，
し，計算で求めた後，実際に図を描いて確か
。〔 〕 ，めるよう促した の事例のついて２０・３１
計算の結果と図に描いて調べた結果が一致し


















































たことがあげられる。その結果 〔 〕， １８・３０
と〔 〕が同値なものとして扱われている３・５
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